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要 旨   

 

目的 暴飲暴食とアルコール摂取の関係を明らかにすること。 

方法 Pubmed、Cinhahl、Psynet、Lilacs、Embase、Web of Scienceの仮想データベー

スと英語、スペイン語、ポルトガル語の記述子（「Binge-Eating」or「Bulimia」） 

AND Alcohol*を用いて、2015年から 2019年に発表された論文の統合的文献レビューで

ある。 

結果 合計 964件の論文が見つかった。タイトルと抄録を読み、重複を除いた後、36の

論文が最終サンプルに含まれた（英語版 35、ポルトガル語版 1）。これらの論文は、以

下の 3つのテーマカテゴリーに分類された。「サンプルプロファイルと特徴」、「遺伝

的・環境的要因」、「感情と行動」。 

結論 暴飲暴食とアルコール使用との関連性が示唆され，いくつかの因子がこの併存と

関連していた．しかし、全国レベルでこのテーマに関する論文は少なく、さらなる研究

の発展が必要であることが示唆された。これらの知見は，症例の識別，個人の生物心理

社会的要求を満たすためのアプローチやより効果的な治療法を受け入れるための治療行

為や戦略をサポートすると思われる。 

 


